
令和６年12月４日　様式４

水害に備えた安心安全に暮らせる”静岡”の実現（防災・安全）

令和２年度　～　令和６年度　（５年間） 静岡市

近年多発する局地的豪雨や、都市化の進展に伴う浸水被害の増大への対応として、総合的な防災対策を実施することにより、水害などの被害リスクを軽減し、安心で安全な都市づくりを推進する。

①近年発生した浸水被害のうち、床上浸水の発生する恐れのある建物数を約25棟軽減する。
②南海トラフ巨大地震津波（L2地震動）が発生した場合に想定される二級河川浜川流域における浸水想定面積を52haから30haに軽減する。

（R2当初） （R4末） （R6末）

①

②

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ3　河川事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R2 R3 R4 R5 R6

A3-1 河川 一般 静岡市 直接 静岡市 広域河川（2） - 静岡市駿河区 384

A3-4 河川 一般 静岡市 直接 静岡市 流貯（2） - 静岡市葵区 731

A3-5 河川 一般 静岡市 直接 静岡市 地震高潮（2） - 静岡市駿河区 10

小計（河川事業） 1,125

Ａ8　その他総合的な治水事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R2 R3 R4 R5 R6

A8-2 河川 一般 静岡市 直接 静岡市 広域系 - 7

A8-3 河川 一般 静岡市 直接 静岡市 広域系 - 静岡市葵区 131

A8-6 総合治水 一般 静岡市 直接 静岡市 水害リスク情報 - 3

小計（その他総合的な治水事業） 141

合計 1,266

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 R● R● R● R● R●

合計

社会資本総合整備計画　事後評価書(中間評価書）
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,269百万円 Ａ 1,266百万円 Ｂ

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

- 30ha

平成16年６月の台風で床上浸水被害を受けた建物のうち被災時と同程度の出水で被害を受ける可能性のある建物数

L2地震動で想定される津波が発生した際に、二級河川浜川を遡上する津波に起因する浸水想定面積

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

- Ｃ 3百万円
効果促進事業費の割合

0.23%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

25棟 - 0棟

52ha

（事業箇所）

浜川広域河川改修事業

巴川流域貯留浸透施設整備事業

駿河湾地区地震・高潮対策河川事業（浜川）

事後評価の実施体制 事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

交付対象事業

事業者 種別2
要素となる事業名 市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）種別1

護岸、掘削、橋梁工（L=0.07km）

施設整備（N=7箇所）

特殊堤嵩上げ工（N=1式）

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

安倍川圏域総合流域防災事業（秋山川） 静岡市葵区

水害リスク情報整備推進事業（大門川外） 静岡市葵区

要素となる事業名

（事業箇所）
番号 事業者 種別2種別1

安倍川圏域総合流域防災事業（秋山川）

河道掘削（L=0.30km）

護岸、掘削（L=0.07km）

洪水浸水想定区域図作成（N=4箇所）

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）工種 （延長・面積等）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名

市内部（事業関係課による横断的な検討体制）において評価を実施した後、学識経験者等の第三者で構成される静
岡市公共事業評価委員会による審査を実施する。

令和６年度

委員会での審議結果等を市のホームページに掲載する。



番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R2 R3 R4 R5 R6

C3-1 河川 一般 静岡市 直接 静岡市 広域河川（2） - 静岡市駿河区 3

合計 3

番号 備考

C3-1 基幹事業（A3-1）の施設整備に併せ、水害リスク情報を整備し、浸水被害の軽減効果を図る

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 ０棟
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 25棟

最終目標値 30ha
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 30ha

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

３．特記事項（今後の方針等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）種別1 種別2

要素となる事業名

（事業箇所）

浜川洪水浸水想定区域図作成 洪水浸水想定区域図作成（N=1箇所）

・二級河川浜川の特殊堤嵩上げを行った結果、南海トラフ巨大地震津波（L2地震動）が発生した際に、河川を遡上する津波に対する浸水被害想定が従前より軽減された。

二級河川浜川において、橋梁の架替え工事を実施予定だが、用地取得が難航しており、進捗が遅れているい
るため

・二級河川巴川流域内の学校、公園等の公共施設に雨水を一時的に貯める雨水貯留浸透施設を整備することにより、河川への流出量を抑制し、浸水被害が軽減した。
・中小河川における洪水浸水想定区域図を作成し、当該河川が氾濫した場合の水害リスク情報を提供することにより、リスク情報空白域を解消した。

・浜川広域河川改修事業は、橋梁の架替えに伴う用地取得が難航しており、事業の進捗が遅れている。次期計画おいて、近年の気候変動を踏まえた河川整備計画の見直しを実施するとともに、橋梁の架替えの代替案を検討し
ていく。
・巴川流域貯留浸透施設整備事業は、R4年台風15号の甚大な浸水被害を踏まえ、R5年度より浸水対策重点地域緊急事業（浸水重点）の採択を受け、静岡県の計画に移行して事業を実施。
　浸水重点の事業期間がR9年度末までであるため、引続き次期計画（R10年度以降）で事業を実施し、事業効果の発現を目指す。
・安倍川圏域総合流域防災事業（秋山川）は、道路事業と連携し、河川改修を実施予定。引続き次期計画（５年間）での早期完了を目指す。

指標②（津波に
起因する浸水想
定面積）

指標①（床上浸
水の発生する恐
れのある建物
数）

一体的に実施することにより期待される効果


